
吉森の石造五輪塔 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた よしもりのせきぞうごりんとう

所在地 真庭市蒜山上長田

指定年月日 昭和59年4月10日

解説

通称「蒜山石」と呼ばれる角閃石安山岩製
の五輪石塔が、2基並立している。左塔が
総高159cm、右塔が166cmである。地輪は
比較的横に平たく、水輪は鼓胴形、火輪
の軒口は厚いが軒反りは真反りを示し、風
輪、空輪も完存している。全体に鈍重な迫
力に満ちており、これらの特徴は山陽地方
の五輪石塔とは異質で、伯耆、出雲地方
の様式に近い。同時に、塔の各部に刻ま
れた五大の種子[しゅじ]の書体も手堅く、
鎌倉時代後期の特色をうかがうことができ
る。
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